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へき地に勤務する看護師に関するアンケート調査 ご協力のお願い 
 

自治医科大学地域医療学センター長 

（研究代表者）梶井 英治 

 
 へき地診療所においては、疾病予防・健康増進から療養・介護支援、初期救急対応、そして看取り
にまで及ぶ包括的な看護活動が求められます。しかし、へき地に勤務する看護師は研鑽の機会が少な
いことや看護活動に関する相談・サポート体制が十分ではないことが課題として明らかにされていま
す。一方、今後の在宅医療等を支えていく看護師を計画的に養成していくために、平成 27 年 10 月か
ら特定行為に係る看護師の研修が開始されました。これは、看護師が医師の判断を待たずに、事前の
指示（手順書）により行う一定の診療の補助（特定行為）を標準化し、チームによる医療をより一層、
推進していくことをねらいとしています。 
 本研究班では、現在へき地医療に携わっておられる看護師の皆さまの研修の状況、研修・研鑽に際
して困っていらっしゃる点、特定行為に係る研修への関心などを明らかにすることで、現在勤務され
ている方々および今後へき地看護に携わっていただく方の研修の状況の向上につながるものと考えて
おります。 
 また、各地で医療提供体制の検討・再構築が行われておりますが、これについて、行政・住民・医
療機関等の合意形成が必要と思われます。皆様の合意形成の場への参加状況や、再構築へのご意見を
お伺いしたいと思います。 
つきましては、お忙しいところ大変恐縮ですが、調査の主旨をご理解の上、ご回答下さいますよう
お願い申し上げます。 

１．調査の対象 
 「へき地診療所」に指定されている医療機関に勤務されているすべての常勤看護師 

２．調査用紙の記入および回収 
 調査用紙にご回答の上、 ○月○日（○）までに 同封の返信用封筒で下記事務局宛にお送りくださ
い。封筒には番号が記されていますが、これは事務処理のための整理番号です。個人を特定出来ない
ように、開封と分析は別に行いますのでご理解頂けますようお願い致します。 
 なお、複数の診療所に勤務されている方で、調査用紙を複数受け取られた場合は、１通のみご回答
頂き、お手数ですが、残りの調査用紙に「複数受け取り既に回答した」旨をご記入のうえご返送くだ
さい。 

３．個人情報の取り扱い等について 
調査内容の分析、結果の取りまとめ等は統計的に処理し、匿名化します。本研究は自治医科大学の
倫理委員会の承認を得て実施しております。 

４．調査の実施主体及び調査結果の取りまとめ 
 本調査は、厚生労働科学研究「へき地医療において提供される医療サービスの向上とへき地医療に
従事する医師の労働環境改善に係る研究」班で実施するものです。調査結果は、報告書や学会や論文
等、個人を特定できない形で公表致します。 

５．調査用紙の返送先および調査内容の照会先 
 
 
 

＜お問い合わせ＞  
 〒329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-1 
 自治医科大学地域医療学センター 地域医療学部門（担当：古城、岩﨑) 
 電話：0285-58-7394  e-Mail：dcfm-i@jichi.ac.jp 

＜苦情相談先＞ 
 大学事務部研究支援課（電話：0285-58-8933） 
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